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２月２０日（木）に，本年度最後の研究員会（富士山学習研究会）

が行われ，主に次の２つの内容で話し合いが進められました。 

＊１ 研修① プログラムの紹介 

講師 富士山科学研究所 小俣欽司先生・藤巻桂吾先生 

講師 富士山世界遺産センター 堀内竜幸先生 

＊２ 今年度の反省【・富士山学習研究会・教育センター事業】

＊１について  本年度は富士山学習において富士

山科学研究所との連携による授業が多くの学校で行われました。また，「富士山が文化遺産であるこ

と」に関わる子どもたちの認識が不十分であるとの昨年度の反省を受けて今年度は多くの取組がなされ

ました。また，富士山世界遺産センターの利用も増えています。両施設ともに小学校低学年から中学生

まで利用できるものが用意され，施設内での学習にとどまらず各学校への出前授業も行っています。な

お，相談しながら学校の要望に応じた授業も行うことができるとのことです。富士山学習の充実には専

門機関との連携はとても有効です。さらなる活用を進めていきたいものです。 

＊２の富士山学習について        ４年社会科

「ほりぬきがひらいた未来」の授業が，富士山科学研究所との連携や体験学習プログラム(見学)の定着

とともに，各学校で実践されている様々な取組も充実されてきており富士山学習が確実に進められてい

ます。今後に向けて，防災学習の実践に向けた研究を進めていきたいという意見も出されました。ま

た，富士山学習実践資料のさらなる蓄積と共有を進めてい

くことが確認されました。 

教育センター事業について     

設置条例にしたがって，事

業を展開してきました。特に小学校英語科の先行実施を受

けた取組や学校の多忙化改善に向けたセンターのかかわり

方を視点にした活動を行ってきました。来年度も教育セン

ターとして何を行うことが児童・生徒にとって必要かを大

前提とし，町の教育課題や学校のニーズに応えた事業を行

い，現場に生きる取組をしていきたいと思います。 
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新型コロナウィルス感染症対策と

して町内の学校は３月４日から臨時

休業となりました。年度末の様々な取

組や卒業式が十分な形で実施されな

いのはとてもつらく，さびしいことで

す。しかし，今まで多くのことを学び，

培ってきたことは色あせるものでは

ありません。節目を大切にし，これま

での歩みを振り返るとともに明るく

前向きに新たな一歩を踏み出してく

ださい。応援しています。 
●富士山学習の継続研究 

・文化遺産に関わる富士山学習の授業開発と実践 

・管外視察研修（静岡県側の構成資産等の学習） 

・臨地研修（富士山学習に関わる担任も含めて） 

 ・富士山科学研究所・富士山世界遺産センター 

等との連携（小・中理科等） 

専門機関との連携・文化遺産の理解が進む 

体験学習のさらなる充実。防災教育取組推進を 

小学校英語科先行実施，

良い形で本格実施へ 

 


